
【AC-3を用いた高分子材料
HOMOレベルの測定】
筑波大学 桑原先生の研究グループおよび
物質材料研究機構 (NIMS) の安田先生の研究
グループは、縮合重合反応を用いて合成された
高分子材料のHOMOレベルをAC-3で測定した
結果を、acromolecules誌に論文報告しました
[1]。
高性能および長寿命の有機電子デバイス材料

を開発するために、金属不純物を取り除かなけ
ればなりません。研究グループは、金属フリー
の縮合重合反応を用いて、高性能および長寿命
の高分子材料を合成することに成功しました。
また、AC-3を用いて、生成物のHOMOレベル
を測定し、材料のキャラクタリゼーシ-ョンを
行いました。
このように、A C - 3は、高分子材料分野に
おける新材料の開発に貢献しています。
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ここがポイント！

〇 仕事関数を大気中で測定可能
→大気中で測定できるので面倒な前処理なしで粉体や液体
などの測定にも最適です。

〇 実用性の高い測定範囲
→測定範囲は4.0-7.0eVと深く、多くの物質に対応可能
です。
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Model：AC-3

AC-3を用いて測定した各サンプル
HOMOエネルギーの結果[1]


